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2025年度 教職センターFD活動報告書 

2025 年度の教職センターの FD活動では、全学の FD方針に基づき、以下の取り組みを中心に実施した。 

 

1. 105分化授業への対応に関する FD 

（１）活動内容 

・教職課程で利用しているMoodle（教職センターHP）の授業における活用方法の検討を行った（4月） 

・105分授業における課題点、対応のポイントなどの情報共有を実施した。 （8月） 

・担当している授業に関するデザインシートを共有し、105分授業における工夫や課題の確認を行った。（11

月） 

（２）評価 

・授業デザインシートの共有を行うことで、105分授業の中でそれぞれの教員が行っている工夫（担当教員が

師範授業を行い学生に観察記録を取らせる、生成 AI を活用した教育相談の練習 etc）を具体的に把握

することができた。 

・限りある授業回の中で他の授業との関連付けを行いながら、教員に必要な資質能力を伸ばしていくことの重

要性を共有することができた。 

・各自の授業の中で他の授業と関連付けを行えるような情報共有ができる場を設定していくことが、今後の課

題である。 

 

2. 教育実習研修、教職実践演習の充実に関する FD 

（１）活動内容 

・デジタル教科書が求められる背景や具体的な使用方法を共有し、「教育実習研修」「教職実践演習」にお

ける活用方法の検討を行った。（2025年 3月末） 

・「教育実習研修」前倒し授業の振り返りと電子化された履修カルテの活用方法の検討を行った（5月） 
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・「教育実習研修」における事後指導の振り返り・情報共有を行った。（8月） 

・講師をお招きし、教育問題（特に「いじめ」問題）に対応するために必要なサイエンスデータの活用法につい

て理解を深めた。（8月） 

（２）評価 

・デジタル教科書の使用方法や「教職実践演習」での活用方法、教育実践におけるサイエンスデータの活用方

法を確認し、学生の ICT活用指導力や実践力を向上させるための工夫やポイントを共有することができた。 

・それぞれの授業の中で上記の FD の内容が具体的にどのように活かされたのか、また活かすことが難しいかなど

を具体的に確認共有していく場を作っていくことが、今後の課題である。 

 

3. 実習体験活動の充実に関する FD 

（１）活動内容 

・教育実習訪問指導におけるポイントの共有を行った。（2025年 3月） 

教育実習に関する指導の振り返りを行った。（8月） 

（２）評価 

・教育実習訪問指導における注意点を事前に共有することで、大きな問題もなく今年度の訪問指導を終える

ことができた。また、教育実習での学生の課題を共有し、来年度の教育実習の指導（教育実習研修での指

導も含む）に向けたポイントを確認することができた。 

・実習体験活動を身のあるものにするための「教育実習録」の記入内容の充実化に向けたポイントと課題を確

認することができた。 

・「教育実習録」の書き方を指導する時間の確保など、学生が「教育実習録」をきちんと書けるような指導や工

夫など、今後も引き続き検討していく。 

 

4. 非常勤講師との連携に関する FD 
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（１）活動内容 

・105分授業や BYOD対応など授業を行う上で困っていることなどの情報共有を行うアンケートを実施した。

（5〜6月） 

・今年度の教職課程の運営状況の報告や担当授業に関する情報共有を行った。（2026年 3月） 

（２）評価 

・教職課程に関連する授業を担当している非常勤講師の先生方と情報共有を行い、安定した教職課程運

営に向けた非常勤講師との連携の強化を図ることができた。また、担当授業の中で工夫していること、困ってい

ることを共有し、学生の AI利用や授業評価に関して理解を深めることができた。 

・オンラインで授業をご担当いただいている先生や FD に参加できない先生方へのフォローアップの充実が今後

の課題である。 


